
「ケアラー支援条例をつくろう㸟ネットワーク京㒔」㸦略⛠㸸京㒔ケアラーネット㸧 

参加のお㢪い 

 

 2020年 3月に制定された「埼玉┴ケアラー支援条例」をはじめ、これまで、8地方⮬治体でケアラー支

援条例が制定されました㸦2022年 3月末現在㸧。また、ヤングケアラーの全国ㄪ査では、小学生の 6.5㸣、

中学生の 5.7㸣、㧗校生の 4.1㸣がヤングケアラーであり、その 7割が「ㄡにも┦ㄯしたことがない」実

態があることがわかりました。ヤングケアラーというゝⴥに注┠が㞟まることで、介ㆤだけではなく、⢭

⚄疾患をかかえる家族へのケア、しょうがいのあるきょうだいへのケア、不Ⓩ校やひきこもる人と家族

へのケア、日本ㄒを➨一ゝㄒとしない家族へのケアなど、じつに多様なケアの必せ性があることが明ら

かになりました。 

 「ケア」は、⚾たちが生まれてから死ぬまで、必せ不可欠でかけがえのない営みですが、今の日本♫会

では、そのほとんどを家族が担っています。ケアラーになることは、⮬分の体・時㛫・感情をㄡかのため

に差し出すことであり、そのほかの生活㸦学業・仕事・余暇㸧にも影㡪をおよぼします。したがって、支

援を必せとする人だけでなく、ケアラーにも、⮬分が望む人生を生きるための㓄慮や支援が必せです。 

 ケアラー支援への♫会ⓗ理ゎと具体ⓗな支援を広げるために、ケアラー支援条例は大きな役割を果た

すと⪃えます。⚾たちは、子ども・ⱝ⪅ケアラー、ぶケアラー、働くケアラー、ダブルケアラーなど、多

様なせケア児⪅とケアラーを含む全ての当事⪅の声を広く▱ってもらうことを㏻じて、ボトムアップ㸦市

民活動㸧で条例を制定し、具体ⓗな施⟇の実施を推㐍することが、ケアを家族だけの㈐任にせずに、♫会

全体でささえるしくみと地域文化・㛵係づくりにとって㔜せな㐣⛬であると⪃えます。 

 ケアラーの声を⪺くことを何よりも大事にして、当事⪅主導のケアラー支援条例を広げるために、⚾

たちは、「ケアラー支援条例をつくろう㸟ネットワーク京㒔」㸦略⛠㸸京㒔ケアラーネット㸧を❧ち上げる

ことにしました㸦2022年 4月 1日Ⓨ㊊㸧。 

この活動は、これまで京㒔でケアにかかわる活動や⤒㦂を有している個人・団体の⦆やかなネットワー

クの場です。当㠃、①京㒔でのケアラー支援の条例化を┠指して活動すること、②3年をめどとする期㝈

付きの活動とすること、としたいと思います。多くのケアラー当事⪅団体、ケアラー支援団体にかかわる

人たちに参加していただき、市民主導でのケアラー支援条例の制定を┠指します。多くの方々の参加を

お待ちしております。 

 

【共同代⾲㸸50㡢㡰】 2022年 4月 19日現在  

〇池添 ⣲(京㒔㞀害児⪅の生活と権利を守る会事務局㛗) 

〇小國 ⱥ夫(マイケアプラン◊✲会代⾲) 

〇大手 理⤮(京㒔 YWCA APT) 

〇奥村 弘(男性介ㆤ⪅を支援する会 TOMO代⾲) 

〇河す 優子ども・ⱝ⪅ケアラーの声を届けようプロジェクト YCARPⓎ㉳人) 

〇梶 宏(きょうと介ㆤ保㝤にかかわる会 理事㛗) 

〇斎⸨ ┿⥴(子ども・ⱝ⪅ケアラーの声を届けようプロジェクトⓎ㉳人) 

〇櫻庭 ⴥ子(京㒔ヘルパーネット㐃⤡会事務局㛗) 

〇㕥木 森夫(ㄆ▱症の人と家族の会代⾲理事) 



〇田島 ⱥ二(医療ⓗケアネット副理事㛗) 

〇田村 権一(元息子ケアラー・よりよい介ㆤをつくる市民ネットワーク) 

〇津止 正敏(男性介ㆤ⪅と支援⪅の全国ネットワーク事務局㛗) 

〇中川 慶子(きょうと介ㆤ保㝤にかかわる会 副理事㛗) 

〇ⴗ本 Ⰻ子(京㒔ヘルパーネット㐃⤡会事務局次㛗) 

〇⸨本 文朗(東山区不Ⓩ校と引きこもりを⪃えるぶの会世ヰ人) 

〇森田 ⱥ子(㧗㱋♫会をよくする女性の会・京㒔代⾲) 

 

【事務局・㐃⤡先】 

斎⸨┿⥴(❧命㤋大学 子ども・ⱝ⪅ケアラーの声をとどけようプロジェクト YCARPⓎ㉳人) 

大手理⤮㸦京㒔 YWCA APT㸧 

Mail㸸carerkyotoactionnet@gmail.com 

 

 

★京㒔ケアラーネットに㈶同⪅として参加します。㈶同⪅の名⡙掲㍕をチ可します。 

氏名 㸸                         

所属 㸸                         

住所・㐃⤡先 㸸                 

Mail 㸸                         

 




